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１ 教職員の勤務時間         我が国の教員の現状と課題 －TALIS2018vol.1の結果より－ 

 

 
 
 
 
２ 効果的な休息によるパフォーマンスの向上 ※出典 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・休息をとることにより、疲労回復とともにパフォーマンスが向上。 

２ 効果的な休息によるパフォーマンスの向上 ※出典
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３  本県部活動の運営方針取組状況 

    部活動運営方針フォローアップ調査(R3.11.1)管理職アンケートより 
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運動部顧問を対象に、指導に係る研修会を設けている。

朝の活動は認めていない。

活動時間の設定は、県の基準を遵守している。

休養日の設定は、県の基準を遵守している。
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【中学校】
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運動部顧問を対象に、指導に係る研修会を設けている。

朝の活動は認めていない。

活動時間の設定は、県の基準を遵守している。

休養日の設定は、県の基準を遵守している。
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【高校】
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４ 複数顧問制の状況 

部活動運営方針フォローアップ調査(R3.11.1)顧問アンケートより 

 

   【中学校】 
    ・複数顧問制を進めているが、二人が同時に指導に当たっている事例がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
                                ※部活動指導員や外部指導者が関わっている 4.4%  
 
 
   【高校】 
    ・複数顧問制を進めているが、正顧問が一人で指導に当たっている事例がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  ※部活動指導員や外部指導者が関わっている 7.4% 
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同時に複数で指導している

正顧問が一人で指導している

交代で指導している

43.3

32.4

19.9
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同時に複数で指導している

正顧問が一人で指導している

交代で指導している

28.7

45.0 

18.9
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５ 教員の負担軽減を目指した「中・高部活動改革プラン」  令和３年度策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 地域の実情を想定した移行パターン 
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７ 部活動指導員の必要性について  

部活動運営方針フォローアップ調査(R3.11.1)顧問アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 部活動の地域移行について       

部活動運営方針フォローアップ調査(R3.11.1)管理職アンケートより 

(1)  中学校おける地域移行の検討状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2) 高校における部活動の地域移行する場合の望ましい形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50

「学校ごとにクラブを設立しての実施」が

望ましい

「専門的指導者のいる学校を拠点校」とし

ての実施が望ましい

「総合型地域スポーツクラブ等に委託」が

望ましい
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47.8
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【高校】

【中学校】

62.8

80.2

0 20 40 60 80

市町村の行政が主導し、自治体として移

行する

一部の部活動から段階的に移行し、全部

活動移行したい

次年度以降、実施に向けて検討

41.0

73.1

74.4
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９ 令和３年度勤務時間外在校等時間の状況（4月～3月）【中学校】      

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

超過在校

等時間の

平均 

66.47 60.09 67.30 52.21 8.24 24.09 58.30 53.53 46.34 38.51 39.05 47.33 

80 時間越 31.6% 23.5% 34.7% 13.8% 0.03% 0.4% 21.1% 12.3% 5.1% 0.8% 0.7% 3.9% 

・中学校は、4 月・５月・6 月・10 月に超過勤務者が増加している。年度初め、6 月は総合体育大会、10

月は新人戦等の部活動指導時間、練習試合の実施等により業務が増加している。 

・9 月１日～12 日は非常事態宣言により、義務、県立学校が臨時休校で勤務時間外在校等時間が減少。 

 

 

10 令和３年度勤務時間外在校等時間の状況（4月～3月）【高校】     

区分 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

超過在校

等時間の

平均 

35.35 33.29 34.08 29.33 8.40 12.30 30.27 28.11 24.42 22.40 19.49 21.53 

80 時間越 4.1% 4.4% 3.0% 2.1% 0.1% 0.2% 1.6% 0.5% 0.4% 0.1% 0.1% 0.3% 

・時間外在校等時間の平均は 1 月当たり 45 時間を下回り、減少傾向。 

・10・11 月は部活動の再開による大会・練習試合の実施等により週休日の部活動指導時間及び進路指導

関係業務が増加。 

・２月はまん延防止等重点措置により、部活動が原則禁止となったことで平均時間が減少。 

 

 

11 令和３年度長時間勤務の要因【中学校】                          

・時間外在校等時間 80 時間／月超過者の原因分析状況 

→時間外の主な業務として「部活動」をあげる教員が最も多い。 

 

調査対象： 

     茨城県内の中学校及び義務教育学校後期課程の教員で、令和 3 年 12 月に超過在校等時間 80

時間以上かつ部活動従事時間月の 10 時間以上の職員 
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12 令和３年度上半期において 80時間を超えた月が３月以上ある者の勤務の要因【高校】             

(1)  勤務時間外在校等時間における主な業務 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【傾向】 
   ・負担と感じている主な業務として 3 分の１の者は部活動指導。 
 
 
 
  
(2) 負担と感じている主な業務 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【傾向】 
・超過勤務の要因は約半数が部活動指導である。一方、負担と感じている主な業務と比較すると、

その差である 14％の者は負担を感じていない。 
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13 部活動の適正化の進捗状況 

  部活動運営方針フォローアップ調査(R3.11.1)管理職アンケートより 

 

  【中学校】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【高校】 
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